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適切な集団的意思決定の実現は情報通信や日

常生活など様々な場面で重要である。先行研究で

は量子干渉を用いた集団的意思決定システムを

考案した。複数プレイヤーが常に対等に扱われ、

各選択肢の組の選択確率を表す確率行列が対称

となる対称なシステム[1]と、非対等な扱いが可

能で非対称な確率行率が得られる非対称なシス

テムがある。相関均衡とは、第三者がある確率行

列に基づきプレイヤーに選ぶべき選択肢を命じ

るとする場合に、命令に従うことがプレイヤーに

とって合理的となる確率行列である。相関均衡が

成り立つことは、競合する企業同士などが合意を

守り、協力する動機となると考えられている[2]。 

本研究の目的は、量子干渉による意思決定シス

テムを応用して相関均衡を出力することである。

先行研究では暗号で相関均衡を実現することが

一般的だったが[2]、光の量子的性質を用いるこ

とで量子の安全性を活用することが可能となる。

そのために三つの方法を考え、数値実験を行い、

各手法でいくつの行列を作成できるかを定量的

に分析した。具体的には、要素の和が 1 で各要素

が 0.05 刻みの 2 行 2 列行列中何％を作成できる

かを計算した。 

相関均衡を出力する第一の方法は、実現したい

相関均衡よりも大きい行列を量子システムで実

現し、適切な要素の和を取ることで相関均衡を再

構成するものである (Fig. 1)。対称な量子干渉シ

ステムを用いて再構成すると 59.7%の行列を作

成できる (Fig. 3a)。第二の方法として非対称な量

子干渉システムに時間遅れを導入した。時間遅れ

の導入により、量子干渉が生じるタイミングと生

じないタイミングが生まれ、確率行列を合成する

ことができる。この方法では 59.7%の行列を作成

できる (Fig. 3b)。第三に量子干渉システムで光が

不検出の場合に人工的な乱数で作成した確率行

列を用いる方法を考え (Fig. 2)、96.5%の行列を構

成できた (Fig. 3c)。 
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Fig. 1, Correlated equilibrium reconstruction by enlarged 

matrix. 

Fig. 2, The use of artificial matrix. 

Fig. 3, Matrices made by the three methods. 

(a) The first method, (b) the second method, (c) the third method. 

(a) (b) (c) 
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